
参加申込

先端Mg合金研究会
会員の方
（参加費＝無料）

一般の方
（参加費＝¥22,000)

日 時 2024年8月6日（火）13:30～17:00

会 場
神戸国際会館8階セミナールーム805会議室
神戸市中央区御幸通8-1-6 ＪＲ三ノ宮駅 徒歩5分
※対面開催のみ

対 象 マグネシウム合金の技術動向を知りたい企業･研究機関の方
製品の軽量化を検討中の企業･研究機関の方

１
国産原料を用いたマグネシウム金属の国内製造に向けて

関西大学 化学生命工学部 教授 竹中 俊英 氏

2
チクソモールディング法によるマグネシウム合金の射出成形

株式会社 日本製鋼所 DM技術部開発グループマネージャー
山口 毅 氏

3

Hondaにおけるマグネシウム部品の適用事例と
自動車へのマグネシウム適用の課題について

株式会社 本田技術研究所 材料研究センター
リジェネラティブ材料研究室チーフエンジニア 木皮 和男 氏

主催：先端マグネシウム合金研究会

出欠登録

お問い合わせ
事務局：（公財）新産業創造研究機構 技術支援部門 ものづくり技術部 担当：畑中

TEL：078-306-6806 e-mail：smart-m@niro.or.jp

先端マグネシウム合金研究会第51回研究会
マグネシウム合金利活用の最新動向

終了後に有志で
情報交換会(会
費¥5,000程度)
を開催します。参加登録

https://forms.office.com/r/Gmaq5nS8Vm
https://forms.office.com/r/tmP3ahGqKw


関西大学 化学生命工学部 教授 竹中 俊英
日本マグネシウム協会，東京大学，産業技術総合研究所，戸畑製作所，富山
高等専門学校，関西大学の研究グループでは，国産原料を用いたマグネシウ
ム金属の国内製造を目指した研究を進めており，2021~2023年度には新エ
ネルギー・産業技術総合開発機構の先導研究プログラムによる研究開発を行
いました．本発表では，当該研究の背景や目標を概説し，これまでに得られ
た研究成果を述べます．あわせて今後の研究の展望についても述べたいと思
います．

国産原料を用いたマグネシウム金属の国内製造に向けて

株式会社 日本製鋼所 DM技術部開発グループマネージャー 山口 毅
マグネシウム合金の成形技術の一つであるチクソモールディング法は、金属
チップをプラスチック射出成形と同様にシリンダ内で回転するスクリュで溶
解・計量し、金型に射出・成形する工法です。当社は1992 年の技術導入以
降、射出成形機ならびにシステム技術の実用化を進めてきました。今日まで
に世界中に700 台以上の成形機を出荷し、多くのマグネシウム合金部品の
量産に用いられています。
本講演では、チクソモールディング機とそれを使用した成形技術、超大型機
の上市など最近の技術、製品動向について紹介します。

チクソモールディング法によるマグネシウム合金の射出成形

株式会社 本田技術研究所 材料研究センター リジェネラティブ材料研究室
チーフエンジニア木皮 和男

Hondaでは軽量化を目的として実用金属中最も低比重であるマグネシウム合
金製の部品を自動車やバイクに積極的に採用してきました。しかし近年、
LCA（ライフサイクルアセスメント）の観点からマグネシウムの適用が難し
くなっています。本講演では弊社のマグネシウム部品の適用事例を紹介する
とともに自動車産業が取り巻く環境におけるマグネシウム適用の課題とその
対応について説明します。

Hondaにおけるマグネシウム部品の適用事例と
自動車へのマグネシウム適用の課題について
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